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後藤　実 ： 生物試験法 に よ る生薬な らび に 生薬方剤 の ．研究　そ の 8 ＊＊

　　　　　　 微生物 試験 法 に よ る ハ チ ミ ツ 中の 果糖の 検討

　　　　　　　　　　（有用天然物成分の 研究　第10報）
de

M 量noru 　Goto ； Studies　on 　Useful　Components　in　Natural　Sources ，　X ．

Studies　on 　Crude　Drugs 　and 　Orienta！ Crude 　Drug 　Preparations　by

Bioassay．（8）．　 Studies　of　Fructose　in　Honey 　by　microbiological 　Assay．

　　　（Research　Laboratory，　 Tafeeda　Pimrmaceutical　Jndustries ，　 Ltd．）鞭 静

　 　 　 i）

　前報 で 述 べ た通 り， ハ チ ミ ツ は 医 薬品 と して 用い られ るばか りで な く，滋 養強壮飲料あ るい は 調 味料と して

われ われ の 日常生活 と密接な関係 を もつ ．ハ チ ミ ツ は ミ ツ バ チ が貯えた 花蜜 を採集す るの で あ るか らその 品質 は

一定 しが た く，か つ 不良 品，贋造品 の 錨 別 も困難 で あ る．前報 で 述 べ た 通 り，天 然 の ハ チ ミ ツ は極 々 の
．
陰質 を備

えて はい るが，これ らは ハ チ ミツ 特有 の もの で は な く，かつ それ らの 偽造 も容易で ある．著者は 天然ハ チ ミ ツ の

主成分 の一一．・つ で あり，か つ 入手が 閑 難，しか も価格的に も贋造の 原 料 とな る 可能 性 の 少 な い 果 糖 の 試 験 を行 うこ

とは，ハ チ ミ ツ を試 験 す る上 に 有利 な 1手段 で あ る と考 え た ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＋ ）

　ハ チ ミ ツ は ブ ドウ穂，果糖 （各3 〜40％ ），　 シ ョ 糖数％ が含まれ る．種 々の 糖類 と共存す る果糖の分離定量 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L’）
は，重 量法 ，比 色 法な どが．見 られ るが，微生物に よ る定 景 法 に っ い て ぽ 報 告 を見 ない ．著者 は最 近 児 玉 が 発 見 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f十）

た 乳 酸菌の 1 新種 Lactobacillus　frucgosus　strain 　NG ．353 が そ の 発 育に 果糖 を特異的に 要求す る性質 を応用

して，ハ チ ミ ツ 中の 果糖の 定量 を行い ほぼ 満足 な成績を得 だ．そ こ で本法 に よ っ て数 1 種 の 日本産 ハ チ ミ ツ 中の

果糖を 定量 し，他方 ア ゾ ト メ ト リ
ー

法で 果 糖，ブ ド ウ糖の 総 量 を し らべ ．両者の 値 か らブ ド ウ 糖の 量 を 算出 し，

日木産 ハ チ ミ ツ 中の 糖類に つ い て検 討 し た の で こ れ らの 成績 を報告す る．

　実験の 材 料と方法

　 microbiological 　 assay に よ る 果糖の 定星

　本法は 下記菌種 を用 い る微生物定量法 で あ るが ，特に記 載す る もの の 他 は ビ タ ミ ン ，ア ミ ノ 酸な どの 定量 に用

い られ る microbielogical 　 assay 法の 常法で 行一
っ た．

　 接 種 薗 種 　Lacr
’
obact71us 　fructosits　 strain 　No ．353 を 用い た ．

　培 養液 の 組成　（double　strength ］．OOcc） は 下記 の 通 りで あ る．
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fi400
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　 　 　 　 帯 ）
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　 lv1

  0 〃

3 滴

各 1， c

水 を加 え全量 を 1DDcc（PIL6 、8）

に す る

標 準 果 糖 10〜50mg！tube を 数 段 階 に わけ て 添加 した．そ の 1例 を グ ラ フ に 示 す．

ce・ve
箭 範 斬

／）
．i．）

一w
本研究は立岡末雄 ： 有用天然物成分の 研究 （Sueo　Tatsuoka ： Stud量es 　on 　Useful 　Components 　in

Natural 　 Sources ）の 一一部 で あ る．第 9報本誌 投稿中

　 生 物試 験 法 に よ る生 薬 な らび に 生 薬 方剤の 研究 そ の 71 薬誌 76，1143 （1956）

　 Juso．nishino −cho ，　 Iligashiyodogawa −ku，　 Osaka ．

2）
＋」）
．1・…）

渡 辺，後藤 ： 本誌投稿中

日本産 ハ チ ミ ツ に つ い て ペ ーパ ー・ク ロ マ トグ ラ フ イ で し らべ た と こ ろ，これ ら以 外 に ベ ン チ ジ ン に

よ る1．ほ色 部は 見 られ なか っ た．

」ノ己
一
「三： 農｛匕　30，　2ユ9，　224　（1956）

菌学的研究 に つ い て は．児
一
R．礼次郎氏が農化に 投 稿 中で あ る．

彳妾こlj塰，　丿1「，1∴S，　辺見 ； 薬孟占　74，　527　（1954），　を ∫冂し
、
ナ：．

（21）
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　培 養温度 と時間 35°

で 40時閥培 養 し た．

　測 定 法　Colemen．　 spectrophotometer （650m μ） で 菌 の 増 ダ［1
「i度 を し らべ た．

　ア ゾ ト メ ト リ
ー

法 に よ る糖 （果糖 と ブ ドウ 糖との 和）の 定量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：I）

　ハ チ ミ ツ を蒸溜水で うす め，推定紺薩 120〜100r！cc と し，111岸 ，横尾 の 報告に よ る力
’
法で し らべ ， ブ ドウ糖

換 算 値 として 求 め た．

　試料　当 研究所に 保存す る ハ チ 〜 ツ 29 を精秤 し，蒸溜 水 に とか して 令 量 を 40〜80cc（PH ，6．8） と し，その

瀘液 の 1，2cc を検 液 と して 加 え常 法 に よ り菌 の 増 殖度か ら果鯖 の 換算値を 算出 しナ：，本実 験 に 用 い た ハ チ ミ ツ

は Table 　4 に 示す通 りで あ る、

　実験結果 な らび に考察

　標準曲線な らび に 検液の 添加 に よ る菌 の 増殖 度

　 3〜5本 1紐の 試験管 を用い て 試験 し t二成績の 1例 を Table 　 1 に 示す．　 Table 　1 か ら作製 した 標準 曲線 は

グ ラ フ に 示 寸 通 りで あ る．

　 こ の 成 績 が 不 す通 り，1組 巾 の 各 試 験 管 の 測定 値 に は 2 ，3 の 例 外 を 除 い て は 大差 を認 め な か っ た ．天然 ハ チ

ミ ツ の 希釈 度 を 1cc お よ び 2ce 添加 して 得 られ る 菌 の 増殖度 と1票準 曲 線 とか ら求 め た 果 糖 の 換 算：値 は ほ iま近い

値 を 示 した ．

　　　Table　1　　　　　　 顧準果糖ならびに 検液の 添加に よ る菌 の 増殖 痩　　　　　p．．，、、、、、t−’；／　・： ｝‡一　　 　 　　 　　 　 　　 　．　 　
一
　
．
　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 ofi

Fructose！tube 　 菌 の 増 昇i度（Colema ロ spectrophotometer の 読 み ） 「「

愉印
均

・
乙

一、

0 （mg ）　　0．　14
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　培養時閼 の 差異 に よ る測 定値の 変 化

　同一
検液に つ い て ，培養時間 を そ れ ぞ れ 20、32，7  時闘 と した 際，定量値がどうか わ るか を し らべ ，Table

2 の 成績を得 た．

　　　Table 　2　　　　　　 　　　 培 養時聞の 差 異に よ る 試験値の 変化
一
培 養　　 時 闇　　 （35°） R ・… e ・y （殤

検 体 番 号 3　 2　hr 2　0　hr 7　0　hr 2　 0　hr

2
り

0

匚

」

躍

U

222

ワ
9

32　〜　35（％）

32〜 35

37 〜 42

39 〜 40

3D　へ・36（％ ）

32 〜 33

36〜 44

32 〜 38

32 〜 36

36 〜 38

38 〜 44

32 〜 36

107114100115

7　 0　hr

959380124

3）　　ILエ岸，　横尾 ：義蕈孟＆　74，　958　（ユ95．4）

（22）
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　Table　2 に 示 す通 り，　 No．26 で は や や大 きい 差異 を示 し たが他 の もの で は そ の 差 異が ± 1G％ 以 内で ある，

32時聞培養で は そCJ）「III収率は 90〜110％で あ っ たが，20お よび7α1寺lllJで は ふれ の 大 きい もの が 見られ た ．著 揖は

32〜48「1寺間 培 養後測定 して 好成績 を 得て い る．

　ブ ドウ 糖，シ ョ 糖，麦芽糖に よ る菌の 増殖

　ハ チ ミツ に 添：il［p］した り，あ るい iま人 工 ハ チ ミ ツ の 原料 とな る 可能瞠の 考え られ る糖類に っ い て し らべ Table

3 の 成績 を 得 た ．

　 　 　 　 　 　 Tab ！e　 3

ブ ド ウ糠，シ ヨ 糖 ，麦芽糖 に ょ る菌の

増殖 度

糖 類

果 糖

ハ 　　チ 　　 l 　　 ツ

（x 　 fo ）

ブ 　 ド　ウ　糖

シ 　　 ヨ 　　糖

麦　　芽　　糖

度

h
詞

殖

言
．、

増

濁

読

の

七
）

菌

嬢
　

睫

　

U

　

μ

　

量

　

加

　

添

D（mg ）l
　 　 　 I
10301

（cc ）

2

0．0850
．155

〔｝．380O

．210

．37

50（m9 ）

10000

［
00　

150100

0．0850
． 75

註）培養時閤は32時間で あ る．

0．100

．100

．0850

．　095

　前に 述べ た通 t
） ，

ハ チ ミ ツ の 試験は20〜40倍希釈 1 ，2cc

を検 液 と して 行 われ た ．こ の 際検液中に 共存す る ブ ドウ糖 ，

シ ヨ 糖は ，20〜10mg お よ び 5mg 以
一
ドとな る，50〜100mg

の 糖類の 添加は，偽造 パ テ ミ ツ が こ れ らの 糖 の み に よ っ て 贋

造 きれ た 際 の 試験 を意 味するが Table　 3 の 成績が示 す通 り

果糖 ，
ハ チ ミ ツ 以外 の どの 糖で も菌 の 発育はほ とん ど見られ

な か っ た．

　 日 本産ハ チ ミ ツ 中の 果糖 な らび に ブ ドウ 糖含 量

　bioassay とア ゾ トメ ト 1丿一に よる 試験成績とか ら，各種

ハ チ ミ ツ 中の 果糖，ブ ドウ 糖 を し らべ Table　4 の 成績を得

た ．

　 Table 　4 の 成績 を要約す る と次 の 通 りで あ る。

　1） 26種類 の 日本産 ハ チ ミツ 中の 果糖含量は 33〜44％ ，

平均 36％ を 示 した，こ の 値は 従 来 報告 され て い る外 国産 ハ チ

ミ ツ 中の 果糖含量 とほ ぼ等 しい ．

　2）　果糖 と ブ ド ウ糖 との 含匿比 は一
般 に 果糖が ブ ド ウ糖 に

くらべ て わずか に 多い ．

　3） 果糖，ブ ドウ糖の 含量 な らび に それ らの 割合は，採集

地貯蔵年数 とは 関係 が ない よ うで あ る．

Table 　4 日本産 ハ チ ミ ツ 中の 果 糖，ブ ドウ 糖

覊 … 　 物 1・ ・ 1・ 葬丕 ・ i・一 融 ・）
1

恥 u

糯 ：。IIE… ．Gl墜
で・ ・

10 　 レ ン ゲ ソ ウ
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〃

〃

〃

秋

新

岐

秋

潟
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∩
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．平 均 1 34

北　海　道

　 　 〃

81

1952
〃
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ρ

D

几
」

3
つ
」
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6
尸
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12
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〃

〃 秋 田

3
ρ
09

7
だ

U7

平 均

17　 　 シ 　 ナ 　 ノ　 キ

37　 不　　　　 明

36　 　 ソ　 　 ヨ　 　 ゴ

38　 不　　　 　 明

20　　カ　　　 　　 キ
　　　
21　　ネ　　　　　 ギ

22　 ア 　　 ザ 　 　 ミ

26　 難　　草　（木）　　　
30　 　 　 　 　 〃

道

明

口

明

山

道

海

　

　

　

海

〃

北

不

山

不

富

北

滋　　　賀
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／9521954

〃

19551954

〃

〃
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461646304334333343

73 35

663663170767767777 202

 

27876

433433333

　4） 蜜源 槙物 に よ っ て 分類す る と，個 々 の ハ チ ミ ツ 中 の 含 鼠 に か な りの ば らつ きが見 られ るが ，平 均 値 に お け

ろ果 糖 含量 は，ア カ シ ヤ ，レ ン ゲ ソ ウ，トチ ／ キ，丿
．
タ ネ ナ の 順 に 多 く，また 黙！糖 とブ ド ウ糖 との 和 で は ナ タネ

ナ ，ア カ シ ヤ ，レ ン ゲ ソ ウ， ｝一チ ノ キ の 順 に ，また ブ ド ウ糖 含 斌 で は ナ タ ；トづ
．
が 特に 多 く，ア カ シ ヤ が これに つ

ぎ，レ ン ゲ ソ ウ， トチ ノ キ は相等 しい ．

　5）　蜜 源 櫃物に よ っ て 分類 し た ハ チ ミ ツ 中 の 果樋 とブ ド ウ糖 との 比 率 （fructose／glucose） は レ ン ゲ ソ ウ・ト

チ ノ キ で は 1。12，ア カ シ ヤ は 1．08 で あ るが，ナ 々 ネ ナ の み ｝ま O．7 で ブ ド ウ糖 が よ り多い ．

　以 上 の 通 り著者は果糖 に よる微生物の 増殖 を応用 して ハ チ ミ ツ 中の 果糖を し らべ ，その 品質を判定する方法 lc

つ い て 報告 した ．もちろ ん本報 に 用 い た 菌種 は最 近 発 見 きれ た もの で あ り，こ れ を 天然物の 試験に 応用す るに は

さ らに 検討すべ き点があ るか と も思 うが，少 な く とも現在 ハ テ ミ ツ 中 の 果 糖 の 試 験 に 用 い られ て い る方法 に くら

べ て ，多数の 試料 を 同 時に 試験 し得 る点で採用 し得 る方法で あろ う．さ らに ア ゾ トメ トリ
ー

法 を応 用 して 糖類 を

検 討 した が ，これ らの 成績ぽ 日 本 産 ハ チ ミ ツ 中 の 糖 類 を 考察す る 上 に 有意 義 で あ る と考 え る．

　終 りに 終始御指導御鞭撻 を賜 わ っ た朝比 奈泰彦先生，研究 所 長 桑 田劉 博十 に 謹 謝す る．また 有益 な示 唆 と助言

を 弓え られた主任研究 翼渡辺 武博十 ，同田申邦輯「専士．同大村栄 之助 賻士 わ よぴ ム fructosztsを恵与され た．児

玉礼次郎氏に 謝意 を 表す る 。本研 究 に 協 1コきれ ナこ野 口 ，横尾 ，井 L，堀 内 な らび に 材料 を提供 きれ た諸 罠 に 深 謝

す る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 武m 薬品 二「業株式会魯「：研究所　（昭和32年 1月19日受理）
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